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開  会  

委 員 長  おはようございます。 

 本日の出席委員は１４人につき、定足数に達しております。 

 これから、本日の会議を開きます。 

（１０：００） 

委 員 長  昨日の池松委員の質疑に対して、教育課長から発言の申し出があっていますので、

これを許可します。 

 教育課長 

教育課長  おはようございます。 

 昨日の池松委員からのご質問についてでございます。 

 エレベーターの点検の価格差についてでございました。 

 まず１点目が、校舎にどこのメーカーが入っているか、メーカーさんによって一

つ単価差は出てきているようでございます。それから、エレベーターの構造による

もの、いわゆる油圧式なのかロープ式なのか、そういったものでも点検項目が違い

ますし、かごの大きさ、そういったものの構造上の問題で点検項目が違ってまいり

ますので、こういった価格差が生じているといったところでございます。 

 以上でございます。 

委 員 長  生涯学習課の予算説明を求めます。 

 生涯学習課長 

生涯学習課長  改めまして、おはようございます。 

生涯学習課です。よろしくお願いします。 

 それでは、令和５年度生涯学習課所管の予算概要について説明をいたします。 

 予算書の１１２ページをお願いします。 

 ９款８項１目社会教育総務費です。予算額１億１,５６７万４,０００円で、前年度

比７２万８,０００円の減となります。社会教育総務費の主な支出内容は、職員等の

人件費、地域学校協働活動事業に係る経費、二十歳のつどいに係る経費、青少年育成

町民会議の補助金等が主な支出です。 

 ７節報償費のうち、二十歳のつどい記念品１４５万７,０００円は、いちご狩りチ

ケットと大刀洗平和記念館入場券を予定しています。 

 続きまして、１１３ページの２目めくばーる学習館費です。 

予算額４,８１３万９,０００円で、前年度比１,６５３万３,０００円の増となりま

す。めくばーる学習館等の維持管理費が主な支出内容となります。増額の主な要因

は、１０節需用費の修繕料２５２万３,０００円の中で、学習館等の非常灯取り替え、

ホール誘導灯の取り替え、キュービクルの電流計交換、中ホールの天井材落下の修

繕、同じく中ホールの雨漏り修繕等を計上したことにより、前年度比１４４万４,０

００円の増となったこと。同じく１０節需用費の光熱水費が、電気料金の高騰及び

めくばり館のお風呂が隔週から毎日に運用変更になったことによる水道費の増等に

より、１,９２６万円の計上となり、前年度比８６０万円の増となったこと。 

 そして、予算書の１１４ページをお願いします。 

 １４節工事請負費６４２万４,０００円の中で、町民ホール防火シャッター交換工

事、学習館事務所内にあるめくばーる施設中央監視装置機器の更新工事を計上した

ことにより、前年度比５３４万６,０００円の増となったことによるものです。 

 続きまして、３目公民館費です。 

予算額８５４万９,０００円で、前年度比７０万４,０００円の増となっておりま

す。公民館費は、公民館長の報酬、高齢者学級及び公民館講座の講師謝金、青少年事

業の運営と自治公民館活動支援のための補助金等が主な支出内容です。 



2 

 

 １３節使用料及び賃借料のいちご狩り体験料６万３,０００円は、６年生交流会時

の体験活動の一環として計上をしているものです。１７節備品購入費２２万８,００

０円は、１００％の補助をいただきタブレット８台を購入し、子ども向けのプログ

ラミング講座の実施を予定するものです。 

 予算書１１５ページの１８節負担金補助及び交付金２４４万６,０００円のうち、

自治公民館等コミュニティ整備費補助金２２２万５,０００円は、篠隈区の公民館老

朽化による軒天の改修工事の補助を予定しております。また、同節内の広域青少年

人材育成事業参加受講料助成金１２万円は、筑前町、小郡市、大刀洗町で実行委員会

を組織し、広域で青少年育成事業を来年度から計画をしております。その参加費の

一部を助成するものです。 

 続きまして、４目公民館支館費です。 

予算額３９２万３,０００円で、前年度比１４１万４,０００円の減となっておりま

す。公民館支館費は、コスモスプラザ各会議室、公民館支館等の経常的な維持管理に

係る経費が主な支出内容です。減額の主な要因は、１４節工事請負費に令和４年度

に計上しておりましたコスモスプラザのワイヤレスマイク設備工事が完了したこと

によるものです。 

 続きまして、５目コスモス図書館費です。 

予算額５,５４５万８,０００円で、前年度比９３５万６,０００円の増額です。主な

支出は、図書館運営業務委託料及び図書システム使用料、雑誌、新聞、書籍等の図書

資料購入費です。増額の主な要因は、１２節委託料の中で、コスモス図書館が開館２

０周年を迎えるにあたり、記念事業としてプラネタリウム上映委託料２０万円を計

上したこと。同じく委託料で、図書システム端末等更新業務委託料３０３万６,００

０円を計上したこと。１３節使用料及び賃借料のうち防犯カメラ借上料２２万８,０

００円で、コスモスプラザ図書館内の死角となりやすい箇所に３台の防犯カメラを

新たに設置すること。また、１１６ページをお願いします。１７節備品購入費で図書

システムパソコン７４８万円を計上したこと等によるものです。 

 なお、図書システムパソコン購入につきましては、機器導入後７年目を迎え、老朽

化による不具合が頻発しているため、更新を行うものです。１７節備品購入費のう

ち図書資料５５２万円につきましては、図書資料として書籍３,２００冊程度の購入

等を予定しております。 

 ここで、柳委員から事前質疑をいただいております図書館の書籍の選定、購入等

について、お答えをいたします。 

 まず、書籍の選定購入につきましては、町は図書館運営を業務委託しており、その

運営業者が各館に配置している全ての所属司書がそれぞれの専門知識を持ち寄り、

また、筑前町図書館資料選定基準等に基づき購入書籍を選定しています。 

 生涯学習課としましては、司書が持つ専門知識を最大限尊重しつつ、選定された

書籍が筑前町図書館資料選定基準から逸脱していないかを確認し、承認を行ってい

ます。 

 また、校長、ＰＴＡ、社会教育委員、図書館利用者等の代表者から成る図書館運営

協議会で図書館運営の方針等を協議、ご確認いただき、決定をしているところです。 

 次に、町に図書館が２館あるという恵まれた環境を生かして、それぞれに特徴を

持たせてはどうかということにつきましては、コスモス図書館、めくばーる図書館

の関係は、本館と主館・分館といったものではなく、いずれもが本館という位置づけ

になっており、それぞれが独立して図書館としての一般的機能を維持しつつ、特徴

を打ち出していく必要があろうかと思っております。 

 現在は、地方自治、農業、人権関連の分野についてはコスモス図書館が、平和、郷
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土、福祉と教育の分野についてはめくばーる図書館が蔵書を充実させ、それぞれの

館の特徴を出そうと努力をしていますが、来館者の方からはこの特徴が見えにくい

という声があることも承知をしております。 

 そこで、まずは先ほど申し上げた分野で、新たな特設コーナー等の設置により各

館の特徴を引き出すとともに、アンケート等によって利用者の声を広く伺いまして、

特色化を強めていきたいと考えます。 

 次に、専門性の高い人材等に関わっていただくことにつきましては、現在、コスモ

ス図書館の７人、めくばーる図書館の７人が図書館司書の資格を有しております。 

 図書館司書とは、公共図書館や教育機関等の図書館において、図書の選択や発注、

保管等を行う専門性の高い職員でございます。各人が高い専門知識を有しており、

それぞれの館の司書全員が関与して、書籍の選定等が行われています。両館共に優

秀な司書が在籍をしておりますので、司書の専門知識を活用しつつ、それぞれの図

書館に特徴を出せるような選書の方法や、分野等の研究協議をしてまいりたいと思

います。 

 続きまして、予算書に戻ります。 

 ６目めくばーる図書館費です。 

予算額４,２５７万５,０００円で、前年度比９２万６,０００円の減額です。１０節

需用費のうち修繕料７４万３,０００円は、館内ロールスクリーンの取り替え、排煙

窓の修繕等を予定しております。また、１７節備品購入費の図書資料５４０万５,０

００円は、書籍３,１００冊程度の購入を予定しております。 

 続きまして、１１７ページをお願いします。 

 ８目文化振興費です。予算額３,４８７万２,０００円で、前年度比１,４６３万４,

０００円の増額です。文化振興費の主な支出は、めくばーる町民ホール及びコスモ

スプラザふれあいホールの舞台装置、吊物、照明、音響等の維持管理、保守点検及び

オペレーター業務委託費、文化協会への補助。それから、１１８ページをお願いしま

す。１２節委託料のうち自主文化事業委託料３８２万６,０００円は、マンスリーコ

ンサート等として実施する講演会や演奏会の委託料となります。 

 また、増額の主な要因は、１４節工事請負費に１,８３５万３,０００円を計上し、

町民ホールの緞帳昇降装置の工事、ふれあいホールの三つ折り緞帳機器更新工事、

吊物ライトや巻き取りスクリーン等のブレーキ電源等の更新工事を実施することに

よるものです。 

 なお、今回のふれあいホール機器更新につきましては、既に使用開始から２０年

程度が経過しており、老朽化による事故等が懸念されることから更新を計画するも

のです。 

 続きまして、１２０ページをお願いします。 

 ９款１０項１目保健体育総務費です。予算額７５４万２,０００円で、前年度比２

４万４,０００円の減となっております。保健体育総務費は、スポーツ推進委員会に

係る経費やスポーツフェスタ事業委託料、それから、体育協会、スポーツ少年団等へ

の補助が主な支出内容です。 

 続きまして、１２１ページをお願いします。 

 ２目体育施設費です。予算額５,０４７万５,０００円で、前年度比１,０９７万８,

０００円の増となっております。体育施設費は、体育館、グラウンド、町民プールと

いった体育施設の維持管理費及び各体育施設の夜間照明灯を含む光熱水費が主な支

出内容です。増額の主な要因は、１０節需用費のうち修繕料２１３万円の中でプー

ルの底面補修、大プールのポンプ分解整備、プールのシャッター取り替え等を計上

し、前年度比７４万円の増となったこと。同じく１０節需用費の光熱水費が、電気料
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金の高騰により５０４万２,０００円の計上となり、前年度比６２万円の増となった

こと。それから１２２ページをお願いします。１４節工事請負費９１７万８,０００

円の中で、弓道場の通路改修工事、三輪小学校武道場の床面補修工事、町民グラウン

ド防球ネット延長工事を計上したことにより、前年度比７４５万２,０００円の増と

なったことによるものです。 

 これで生涯学習課の説明を終わります。 

 よろしくお願いします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

河内委員  予算書の１１５ページです。 

 公民館費の１８節負担金補助及び交付金の一番下ですね、広域青少年人材育成事

業参加受講料助成金、１２万円計上されていますが、実行委員会を構成してされる

ということでしたが、それぞれ小郡市、大刀洗町、筑前町、何人ぐらいずつその実行

委員会に参加されるのですか。 

委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 行政からは、小郡市３名、大刀洗町１名、筑前町１名、その他支援者としまして民

間企業や団体等が１５名程度の参加となっております。 

 以上です。 

委 員 長  河内委員 

河内委員  筑前町はどなたが参加されるか、差し支えなかったら教えてください。 

委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  先日の実行委員会の会議には、係長が出席をしております。 

 以上です。 

委 員 長  山本一洋委員 

山本一洋委員  ２点お尋ねをいたします。 

 まず１点目は、予算書の１１２ページの報償費、地域学校協働活動謝金、１,３０

０万円ほどありますが、ちょっと内容の説明を。謝金でないといけないか、内容をお

願いします。 

 それともう１点、予算書の１２１ページの体育施設の委託料。体育施設管理委託

料が昨年よりも１００万円ほど上がっているのかと思いますが、どういうふうな内

容なのか、ちょっとお尋ねをいたします。 

委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 謝金につきましては、各学校でボランティアとして活動いただく講師の方、支援

スタッフの方、支援リーダーの方、それから中学校の講師の方、そういった方々に対

する謝金でございます。 

 それから、体育施設の委託料につきましては、内容的には変わっておりませんが、

単価等の増加による増額でございます。 

 以上です。 

委 員 長  山本一洋委員 

山本一洋委員  体育施設の件で、今、単価が上がったということですけれども、内容が上がったの

か、それとも委託の内容を増やしたのか。何かその辺が、ちょっと聞きたいんですけ

ど。例えば施設の箇所が増えたとか何かあっての増額だと思うのですが。 

よろしくお願いします。 

委 員 長  生涯学習課長 
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生涯学習課長  お答えします。 

 人件費の単価の増によるものになります。 

委 員 長  ほかに質疑はございませんか。 

 山本一洋委員 

山本一洋委員  予算書の１１２ページの件の地域学校協働活動謝金の関係で、ボランティアさん

とか、いろいろ学校の先生とかいう話がございましたけれども、この謝金は、ボラン

ティアさんがどのような活動をされるから謝金を出される、学校の先生がどんなふ

うなことをされるから学校の先生に謝金を払える、その内容についてをお尋ねした

のですけれども。 

委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 通称アフタースクールと言われている事業でして、アフタースクールにおいて勉

強とか体験活動とかを教えていただく講師の方、先生の方になります。 

委 員 長  石橋委員 

石橋委員  予算書の１２１ページの体育施設費の報償費、私も、ここのところで、町民プール

監視員謝金で３７３万２,０００円、昨年度よりも２４万円増加しているんですけれ

ども、これは監視員さんが、今回は増えるということで受け止めてよろしいんでし

ょうか。 

 お尋ねいたします。 

委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 基本的に積算の根拠に県の最低賃金を使っておりますので、そういったところの

県の最低賃金の上昇分でございます。 

委 員 長  石橋委員 

石橋委員  そしたら、現在のこの監視員さんの人数は、今、何名いらっしゃるんでしょうか。 

委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  現在、２２人で積算をしております。 

 以上です。 

委 員 長  石橋委員 

石橋委員  コロナも少なくなってきていますので、今年の夏になりましたら、また、あのプー

ルを利用する親御さんたち増えてくると思いますので、無事故で運営できるように、

よろしくお願いいたします。 

委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 十分安全に配慮した配置を行っていきます。 

 以上です。 

委 員 長  柳委員 

柳 委 員  図書館についてちょっといろいろお尋ねしたいと思います。 

 まず、１１６ページの図書資料でございますけれども、両図書館の図書資料の値

段がほとんど変わらないんですけれども、先ほど両館の専門性を持たせて特徴を出

すとかっておっしゃっておりましたけれども、値段が同じというのはちょっとおか

しいのではないかなと思いますし、僕は質問出していた部分の中で、両館で同じ本

を買っているのは何冊ぐらいありますかというお尋ねもしていたと思います。 

 それから司書さんですけれども、みんな専門性があるということですけども、全

部委託ですよね。職員は１人もいないわけですよね。ある程度専門性があるけれど

も自由にできるんじゃないですか。 
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 もっと、また後で質問しますけど、最初にその２点でお願いします。 

委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  重複して購入している本の冊数でございますが、令和３年度の実績でいくとコス

モス図書館で購入している冊数が３,６００冊程度、重複して購入している冊が１,４

００冊程度、割合で４０％程度の割合になります。全体で言いますと一般図書が３

０％、児童図書が５０％、雑誌等が２５％程度で重複購入となっているところです。 

 それから、職員の司書がいないというところに関しましては、町の図書館の運営

方針として、委託で行くという方針が出ております。民間の人材であるとか経験で

あるとか、そういったものを活用しながら、経費の節減を図っていくための委託と

なっております。 

 以上です。 

委 員 長  柳委員 

柳 委 員  以前は、司書さんは職員で採用されてたと思うのですけれども、その経緯はちょ

っと分からないのですが。 

 それから、図書が１,４００冊もコスモスとめくばーるで同じものを買ってるわけ

ですよね。これ無駄じゃないのですか。毎年毎年、この程度、同じものを買っている

のですかね。 

 それで、ちょっとご提案なんですけれども、専門以外の図書をどちらかに、それか

らもう一つの館のほうに専門分野を全部集めるとか、それからですね、町内にはや

はり専門図書をたくさん持っていらっしゃる方いらっしゃるのです、多分。自分も

あるのですけれども、そういう人の寄附を集めて蔵書を、蔵書されている方から寄

附をいただいて、どちらかの図書館はそうやって専門性の高い図書館にしていって、

もう一つの図書館は、みんなが楽しめる図書館というふうなことで使い分けをして、

やはりもう少し何というのですかね、町の図書館としての在り方をお変えになった

らどうかなというふうに思っているのですよ。同じものを毎年毎年こんなに１,００

０何百冊も買って、ちょっと無駄だろうと思うのですよ。 

 そして、例えば地域の方がいろんなものを読みたいと思ったら、例えば、小学校の

図書館に雑誌とかを置いていただくとか新聞を置いていただくとかというふうで、

各小学校にそういうふうなものを配布して、教育課と話されてしたら、地域の人た

ちは、どうせ行くのはお年寄りの方ばっかりなのですけれども、それから若い、乳幼

児の方も行かれるかもしれませんけれども、地域の交流と小学校の交流ができると

いうふうな、いろんな方面考えられると思うのです。 

 まだ、今後の在り方だろうと思うのですけれども、何かそういうふうにして、もう

ずうっとこのような同じようなことをしないで、もっと新しいことに、目指してい

ったら、もっと違う方向性が出るのではないかというふうに思っております。 

 それから、職員を何で置かないかという話なのですけれども、この役場の職員の

方にもすばらしいことを考えて、すばらしい本を持っている方もいらっしゃると思

うし、こんな本買ってほしいなという人も多分にいらっしゃると思うし、職員の方、

ちょくちょく図書館に行かれていると、本を探されている姿を見るのですけれども、

やはり、そういう人たちを、例えば職員の司書さんが、「どう」というふうに聞けば、

これは聞きやすいし、委託された方たちは、やはり、その委託された責任があるから

自分たちの思いで買われると思うのですよね。 

 同じ図書館ですけれども、両方とも同じ会社に委託しているのだろうと思うので

すけれども、これもちょっとおかしいのですが。そういうふうにして何かもっと違

った方向で行ってほしいと思っているのですけれども、ご見解、教育長はどうです

か。 
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委 員 長  教育長 

教 育 長  お答えいたします。 

 委員がおっしゃるように、２つ本町には図書館がございますので、特色化を出す

ということは大変大事なことと思っております。ただ、最初に課長が申し上げたよ

うに、両方とも本館でございますので、ある程度基本となる図書は必要だろうかな

というふうに思っております。 

 ただ、図書館を中心とした学びの機会が充実するように、運営については今後検

討させていただきたいと思っているところでございます。 

 以上でございます。 

委 員 長  柳委員 

柳 委 員  すいません、ちょっと言い過ぎた面もあるかもしれませんけれども、自分、一生懸

命考えてお話ししておりますし、自分も本、大好きです。やはり図書館というのが町

の文化の発展につながっているので、もっと積極的というか、もっと別の見方で図

書館を育てていただきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 以上です。 

委 員 長  ほかに質疑はございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 以上で、生涯学習課の予算説明を終わります。 

委 員 長  これで歳出を終わります。 

 続きまして、歳入の説明を求めます。 

 財政課長 

財政課長  一般会計歳入予算について説明いたします。 

 予算書の１２ページをお開きください。 

 １款町税、本年度予算額３３億６,０６３万５,０００円を計上しております。前年

度比１億６,９２６万２,０００円の増額です。内訳につきましては、１５ページをお

願いします。 

 １款町税を構成する１項町民税、２項固定資産税、３項軽自動車税、４項町たばこ

税について、増額を見込んでおります。 

 柳委員より事前質疑の、町税が前年度比１億７,０００万円ほど増加しているがと

いうご質問につきましては、町税については、令和４年度当初予算編成時点ではコ

ロナ禍により歳入動向が不透明でしたので、コロナの影響を考慮しておりましたが、

４年度の決算見込額が当初予算の見込額から大きく増加したことにより、令和５年

度は実績に基づき増収を見込んでおります。 

 固定資産税、軽自動車税、たばこ税につきましては、それぞれ新築家屋の増、軽自

動車税の台数の伸び、たばこの本数の伸び等により、同様に増収を見込んでおりま

す。 

 １２ページに戻っていただいて、２款地方譲与税、前年度比３４万６,０００円減

の１億３,８６６万６,０００円、３款以降の各交付金については、前年度実績により

計上しております。 

 ３款利子割交付金１５０万円。 

 ４款配当割交付金、前年度比４００万円増の１,２００万円。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、前年度比５００万円増の１,０００万円。 

 ６款法人事業税交付金、前年度比１,０００万円増の２,０００万円。 

 ７款地方消費税交付金、前年度比３,０００万円増の６億円。 
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 ８款ゴルフ場利用税交付金１,４００万円。 

 ９款環境性能割交付金１,８００万円。 

 １０款国有提供施設等所在市町村助成交付金、前年度比１７０万５,０００円増の

１,７７０万５,０００円。 

 １１款地方特例交付金４,２００万円。 

 １２款地方交付税、前年度比３１１万３,０００円減の３９億８,０９４万３,００

０円を計上しております。 

 １７ページの下段をご覧ください。 

 １２款地方交付税のうち普通交付税を３６億６,０９４万３,０００円、特別交付税

を３億２,０００万円と見込んでおります。 

 １２ページに戻っていただきまして、１３款交通安全対策特別交付金、前年度比

前年度比２,０００円増の５７７万円。 

 １４款分担金及び負担金は、前年度比６６万４,０００円増の１億９,３１７万７,

０００円です。増額の主なものは、保育料及び介護予防事業負担金の増によるもの

です。 

 １５款使用料及び手数料は、前年度比７３２万８,０００円増の２億２,４９８万

７,０００円です。増額の主なものは、大刀洗平和記念館の平和記念館入館料の増に

よるものです。減額の主なものは、町営住宅使用料の減によるものです。 

 河内委員より事前質疑の、町営住宅使用料が２３０万円ほど減になっている要因

はというご質問につきましては、コロナの状況を含め、居住者の収入減などの影響

により調定見込額が減となったことによるものです。 

 １６款国庫支出金、前年度比２億４４０万３,０００円減の１５億３,０７２万３,

０００円です。減額の主なものは、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金の減によるものです。 

 １７款県支出金は、前年度比５,７１０万円増の１１億９,５０３万９,０００円で

す。増額の主なものは、経営発展支援事業補助金及び保育所運営費負担金の増によ

るものです。 

 １８款財産収入は、前年度比２５７万９,０００円増の２,６５０万９,０００円で

す。土地の貸付収入及び各種基金の利子によるものです。 

 １９款寄附金は、前年度比１,０１０万５,０００円増の２億３,０３６万６,０００

円です。ふるさと応援寄附金２億円、企業版ふるさと応援寄附金３,０００万円を見

込んでおります。 

 ２０款繰入金は、前年度比４億９,２７８万９,０００円増の９億７,０９３万２,０

００円です。増額の要因は、公共施設整備や地域振興のため公共施設等整備基金、ふ

るさと応援基金を活用するほか、財源確保のため財政調整基金を繰り入れたことに

よるものです。 

 柳委員より事前質疑の、「繰入金が前年度比５億円ほど増加しているが、特にふる

さと応援基金は、その趣旨から、地域が魅力あるまちとなるために限定した使い方

が望ましいのではないか。例えば、空き家住宅を町が整備して住宅付貸し農園を計

画するなど、地域の活性化を図る転換項目としたらどうだろうか。」というご質問に

つきましては、ふるさと応援基金は、筑前町ふるさと応援寄附条例に基づき寄附さ

れた寄附金を財源として、５つの事業を実施するために設置された基金です。 

 ５つの事業とは、平和記念館事業、みなみの里事業、ど～んとかがしまつり事業、

赤ちゃんの駅事業、これについては名称を改めて、子育て応援事業、その他町長が必

要と認める事業の５つです。 

 委員のご質問にあるとおり、条例の目的である個性的な魅力あるふるさとづくり
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に資するために、５つの事業の趣旨に沿った事業に対して繰り入れを行い、基金の

適正かつ有効な活用に努めなければならないと考えております。 

 ２１款繰越金２億円です。 

 ２２款諸収入は、前年度比８２０万５,０００円増の１億７,８１１万円です。増額

の主なものは、派遣職員人件費負担金の増によるものです。 

 １３ページの２３款町債は、前年度比７,８９４万９,０００円減の３億５,４９９

万６,０００円を計上しております。当初予算における公債費の元金償還金に対する

借入金の割合は３５.３％となります。 

 河内委員より事前質疑の、「合併特例債の残高と今後の予定は。」というご質問に

つきましては、令和５年度末、合併特例債の残高を５,５４０万円と見込んでおりま

す。 

 今後の予定につきましては、発行期限である令和６年度までに新町建設計画に基

づき、有効に活用していきたいと考えております。 

 以上で説明を終わります。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 質疑はございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 これから、議案第１７号「令和５年度筑前町一般会計予算について」を採決したい

と思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

委 員 長  異議なしと認めます。 

 議案第１７号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、議案第１７号は原案のとおり可決されました。 

 議案第１８号「令和５年度筑前町国民健康保険事業特別会計予算について」を議

題とします。 

 説明を求めます。 

 健康課長 

健康課長  それでは、ここから特別会計に入り、健康課から国保特別会計の令和５年度当初

予算説明をさせていただきます。 

 予算書１ページをお願いします。 

 令和５年度筑前町の国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３２億２,６０７万４,０００円

と定める。前年度から３億３,４５２万７,０００円の減額となり、主な要因としまし

ては、医療費の項目である保険給付費の大幅な減によるものです。 

 第２条は、一時借入金の最高額を５億円と定めたもの。 

 第３条は、歳出予算の流用について定めたものです。 

 事項別明細書で、歳出の要点のみ説明いたします。 

 １１ページをお願いいたします。 

 １款１項総務管理費は国保事業の人件費及び事務費となりますが、前年度から８

３万８,０００円増額の５,３５８万２,０００円の計上です。増額の主な要因は、人事

異動による支出対象者の変更による人件費増額によるものです。 
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 次に、１款２項１目賦課徴収費は、国保税を賦課徴収するための予算で、前年度か

ら１８万６,０００円減額の３２２万３,０００円です。主な減額要因は、昨年度実施

した法改正によるシステム改修費、１２節委託料の減によるものです。 

 １２ページから１４ページの２款保険給付費は、前年度から３億６,２３８万３,０

００円減額で、予算総額の約７割を占める２２億１,０９９万２,０００円の計上であ

り、４か年の実績医療費等からの推計によるものです。 

 このうち、１４ページをお願いいたします。 

２款４項１目出産育児一時金は、これまでの実績等を踏まえ、３０人分の１,５０

０万円。 

 ２款５項２目葬祭費も、前年度と同様、５０人分の１５０万円での計上です。 

 ３款国民健康保険事業納付金は、県が保険料収納必要額を市町村ごとに納付金を

算定したものであり、１人あたり納付金額は６,０６７円増額の１４万５,０８０円と

なっています。 

 これにより、３款１項医療給付費分から１５ページの３項介護納付金分まで合わ

せて、前年度から２,７１２万３,０００円増額の総額９億６０３万９,０００円の計

上となりました。 

 次に、６款１項２目疾病予防費７０５万７,０００円は、レセプト点検や医療費通

知などの経費をこれまでの実績や見積り等も踏まえ、計上しております。 

 １６ページをお願いいたします。 

 ６款２項１目特定健康診査等事業費は、国保特定健診、健康づくりがベースの予

算編成であり、前年度から１９万８,０００円減額で、ほぼ変わらずの３,５２５万４,

０００円を計上し、コロナの影響等で受診率が厳しいものがありますが、受診率向

上、健康づくりに向けた取り組みを今後も進めていきたいと考えております。 

 ７款基金積立金５４万８,０００円は、被保険者の皆さんをはじめとしたご理解、

ご協力のおかげで、決算剰余金のうち、今後に備え、現在、２億４,５０４万７,００

０円の元金基金積み立てをしていますが、その基金運用利子見込額を積立計上して

おります。 

 １７ページをお願いします。 

 ９款諸支出金、前年度同額の３８５万２,０００円での計上です。 

 １０款予備費は、前年度同額の５００万円での計上です。 

 以上で歳出の説明を終わります。 

 次に、歳入を説明いたします。 

 ７ページをお願いします。 

 １款国民健康保険税です。過去４年間の調定額と今後の推計及び現年分収納率９

５.９０％で見込み、前年度から５,０２９万７,０００円の増額計上の６億９,７７６

万６,０００円としています。 

 ５款２項３目出産育児一時金臨時補助金は、４月より増額となる出産育児一時金

に対し、１件あたり５,０００円の国庫補助金３０件分を新たに計上したものです。 

 ８ページをお願いいたします。 

 ６款１項１目保険給付費等交付金は、前年度から３億８,５３１万９,０００円減額

の２２億３,９６０万６,０００円で、予算総額の約７割を占めています。このうち、

普通交付金２１億８,９４９万１,０００円は、歳出２款保険給付費に要する費用を計

上しておりますが、医療費の推計見込みにより前年度から３億６,４９９万６,０００

円の減額としています。 

 次に、特別交付金５,０１１万５,０００円は、保健事業等を支援するなど、予算書

説明にありますように４つの項目に分けられ、特別な事情に対し、その事情に考慮
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し交付されるもので、推計し、計上しているものです。そのうち、保険者努力支援分

は、特定健診受診率向上、医療費適正化や収納率向上などのそれぞれの指標に対し

ての取り組みに対し交付されているものであり、赤字補塡のための法定外繰入金解

消等についても指標評価に導入されています。 

 ８ページ、８款１項２目利子及び配当金は、基金運用利子見込額５４万８,０００

円を計上しています。 

 １０款１項１目一般会計繰入金は、前年度から５０万９,０００円増額の２億７,１

４８万７,０００円を計上し、１節から６節までは法定内繰入金で、前年度から１７

６万７,０００円増額の２億５,２９４万２,０００円での計上です。７節その他一般

会計繰入金は、疾病予防費や町民を対象とした運動教室等の保健事業に係る費用の

一部と地方単独事業の公費医療影響減額分を算定し、繰り入れしている法定外繰入

金ですが、赤字補塡以外で認められている繰入金であり、１,８５４万５,０００円を

計上し、前年度に続き赤字補塡での完全な法定外繰入金は計上ありません。 

 ９ページをお願いします。 

 １１款繰越金は、前年度同額の１,０００万円で計上しています。 

 １２款諸収入は、延滞金、第三者納付金、返納金などを計上し、前年度同額の６０

１万７,０００円です。 

 以上で、歳入の説明を終わります。 

 いまだ収束が見えない新型コロナ感染症の影響、今後の医療費の動向、そして、今

後の納付金の動向など、流動的な要素も多くあり、継続的な財政運営に不安もあり

ますが、円滑運営となるよう努めていきたいと考えておりますので、さらなるご指

導のほどよろしくお願いいたします。 

 以上で、国保特別会計の令和５年度当初予算の説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

河内委員  予算書の１６ページです。 

 ６款保健事業費、１目特定健康診査等事業費の１２節です。特定健診なのですが、

先ほど受診率、大変厳しいものがあると言われましたが、昨年の受診率と今年の見

込み受診率はどのくらいでしょうか。 

委 員 長  健康課長 

健康課長  お答えいたします。 

 昨年度の受診率は３６.２％、本年度は３８％に行くのではないかと見込んでおり

ます。 

委 員 長  ほかに質疑はございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 これから、議案第１８号「令和５年度筑前町国民健康保険事業特別会計予算につ

いて」を採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

委 員 長  異議なしと認めます。 

 議案第１８号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、議案第１８号は原案のとおり可決されました。 
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 議案第１９号「令和５年度筑前町後期高齢者医療特別会計予算について」を議題

とします。 

 説明を求めます。 

 健康課長 

健康課長  続けて、健康課から後期高齢者医療特別会計の予算説明をさせていただきます。 

 令和５年度筑前町後期高齢者医療特別会計予算書の１ページをお願いします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億８,２８７万１,０００円と

定める。 

 前年度から３,７９０万６,０００円の増額となりましたが、主に被保険者数の増加

見込みと療養給付費の増による広域連合納付金の増額によるものです。 

 医療費の状況は、福岡県の後期高齢者被保険者１人あたりの医療費は、全国でも

１位、２位の上位となっており、この状況の下、筑前町の１人あたりの医療費は数年

連続で県内１０位以内が続いている状況でもあり、大きな課題と位置づけておりま

す。 

 このことからも、後期高齢者集団健診の取り組みを行うことで受診率を向上させ、

早期発見、早期治療で高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業と併せ、重症

化予防対策に努めていきたいと思っております。 

 それでは、歳出から説明いたします。 

 ８ページをお願いいたします。 

 １款１項１目一般管理費は、前年度から４２万１,０００円減額の３９８万４,００

０円となっています。減額の主な要因は、保険証発送回数の減による１１節役務費

１２４万１,０００円の減によるものです。 

 １款２項１目徴収費は、前年度から８万４,０００円増額の７７万８,０００円の計

上で、増額の主な要因は、５年度から開始するコンビニ収納手数料が含まれる１１

節役務費９万円の増によるものです。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金は、広域連合の試算に基づき計上し

ておりますが、被保険者数の増と療養給付費の増により前年度から３,８２４万３,０

００円増額の４億７,７０５万８,０００円となっております。 

 ３款諸支出金から４款予備費につきましては、前年同額での計上としております。 

 次に歳入、６ページをお願いいたします。 

 １款後期高齢者医療保険料につきましては、広域連合試算によるもので、前年度

から３,２０８万８,０００円増額の３億５,７５７万１,０００円での計上です。これ

は、歳出の広域連合納付金でご説明しましたとおり、被保険者数の増加によるもの

です。 

 ５款１項１目事務費繰入金は、前年度から３５６万４,０００円増額の１,７９３万

３,０００円の計上です。これは、広域連合に対する事務費１,３８９万９,０００円と

町の事務費４０３万４,０００円に対する繰入金です。２目保険基盤安定繰入金１億

４５８万７,０００円は、歳出の広域連合納付金で計上しています費用を一般会計で

県負担金４分の３を受け入れ、町負担金４分の１を継ぎ足して繰り入れ対応するも

ので、広域連合試算により計上しており、前年度から３５６万７,０００円の増額と

なっております。 

 ７ページ、７款５項５目雑入は、前年度から１３１万３,０００円減額の９１万５,

０００円の計上であり、この主な減額要因は昨年度実施した保険証送付の２回目送

付分に係る経費の事務費交付金分の減によるものです。 

 以上で、後期高齢者医療特別会計の予算説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 
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委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 （質疑なし） 

委 員 長  質疑がないようです。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、議案第１９号「令和５年度筑前町後期高齢者医療特別会計予算につい

て」を採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

委 員 長  異議なしと認めます。 

 議案第１９号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、議案第１９号は原案のとおり可決されました。 

 議案第２０号「令和５年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について」

を議題とします。 

 説明を求めます。 

 人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 それでは、令和５年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について説明

いたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 令和５年度筑前町の住宅新築資金等貸付事業特別会計予算は、次に定めるところ

による。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１,０５５万５,０００円と定め

る。 

 歳出予算から説明させていただきます。 

 予算書の７ページをお願いいたします。 

 １款１項１目一般管理費、令和５年度予算額５０８万１,０００円、前年度比１１

０万９,０００円の減額です。主な減額の要因は、令和４年度に計上していた１０節

需用費の納付書作成と１７節備品購入費のシュレッダー購入費の減、２７節繰出金

の減です。２７節の繰出金につきましては、一般会計の職員人件費等への繰出金で、

職員が事業にどれくらい関わっているかを算出して予算を計上させていただいてお

ります。その他につきましては、前年度並みでございます。 

 続きまして、３款１項１目予備費です。令和５年度の予算額は５４７万４,０００

円です。事業費として必要な予算のほかは予備費となっております。 

 次に、歳入予算の説明をいたします。 

 ６ページをお願いいたします。 

 １款１項２目償還推進助成事業補助金、令和５年度予算額は８４万９,０００円で

す。前年度から４８万６,０００円の増となっております。この補助金は、県の補助

金になります。補助金額は滞納件数や事務経費による算出となりますので、見込み

として計上しております。歳入予算額の増の要因としましては、収納アドバイザー

謝金が、限度額がある補助区分からその他の区分の補助対象と認められることとな

ったためと、令和４年度より歳出予算に計上させていただいております住新貸付金

請求に係る訴訟業務の弁護士への委託料が、限度額はあるものの補助金の対象とな

るためです。 

 ４款１項１目繰越金につきましては、前年度と同額の７００万円を計上していま

す。 
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 ５款２項１目国の住宅新築資金貸付金元利収入から４目県の住宅改修資金貸付金

元利収入までは、貸付金の返済分の収入でございます。令和５年度予算額は合計で

２７０万６,０００円、前年度と比較しまして５２万５,０００円の減額となっており

ます。 

 債権者ごとに生活状況等を把握しながら返済計画を立てております。５１件の滞

納について、償還計画等により見込んだ額を計上しております。滞納の状況としま

しては、令和５年１月末現在で、全部で５１件、滞納額は１億２４５万５,０００円

余となっております。 

 以上で説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

河内委員  予算書の６ページでお尋ねします。 

 ５款諸収入ですが、何件分を見込んで計上されているのですか。 

委 員 長  人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 お答えいたします。 

 件数は、滞納件数が５１件となっておりますので、５１件の見込みで計上をさせ

ていただいているところでございます。 

 それと、付け加えてご説明をさせていただきます。５１件と、人数にしましては３

６人となります。 

 以上です。 

委 員 長  河内委員 

河内委員  先ほど、滞納者には返還計画をつくっていただいて返還にあたるという説明があ

りましたが、返還計画の最終年月日はいつになっていますか。 

委 員 長  人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 お答えいたします。 

 最終年度というのは、現在コロナ禍や生活の状況等の変化等がありますので、い

つまでというはっきりしたお答えをさせていただくところは、明確なものはできて

おりませんけれども、過去の平均の年間の収入が約４４０万円あっておりますので、

令和５年１月末現在の滞納額が１億２４５万５,０００円余でございますので、単純

計算で行けば２３年ほどで終わると見込んでおるところでございます。 

 しかしながら、生活の状況がやはり変わってまいりますので、延びたり、また、早

めの返還等も努力していきたいと思っておりますので、少々の変更はあるかと思っ

ております。 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 これから、議案第２０号「令和５年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計予

算について」を採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

委 員 長  異議なしと認めます。 

 議案第２０号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、議案第２０号は原案のとおり可決されました。 

 議案第２１号「令和５年度筑前町工業用地造成事業特別会計予算について」を議

題とします。 
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 説明を求めます。 

 都市計画課長 

都市計画課長  お疲れさまです。都市計画課です。 

 令和５年度工業用地造成事業特別会計当初予算の説明をさせていただきます。 

 工業用地造成事業特別会計当初予算は、総合計画の政策である、「稼ぐ」企業誘致

の推進をはじめとした雇用・就労環境の充実に向けて、四三嶋工業団地分譲用地残

区画の優良企業誘致及び完売に努める取り組みを進めていきたいと考えておりま

す。 

 それでは、令和５年度工業用地造成事業特別会計予算書の１ページをお願いいた

します。 

 令和５年度筑前町の工業用地造成事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 第１条、歳入歳出の予算の総額は、歳入歳出それぞれ１８７万８,０００円と定め

る。 

 事項別明細書で、歳出の予定のみご説明申し上げます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 １款１項１目工業用地造成事業費は、事務費と四三嶋工業団地の維持管理費を計

上しており、前年度から４万２,０００円減額の１６７万８,０００円の計上です。 

主な要因としましては、維持管理工事費の見積り徴収精査による減額によるもの

でございます。１３節使用料及び賃借料５０万８,０００円は、不適合土壌を埋設し

ている農地の賃借料です。１４節工事請負費１０８万円は、工業用地の維持管理と

して、町所有の調整池の草刈りなどを行う維持工事費用です。 

 続きまして、２款１項１目予備費、前年度と同額の２０万円を計上しております。 

 次に、６ページの歳入です。 

 １款１項１目一般会計繰入金１４０万７,０００円、前年度から１４万８,０００円

の減額です。 

 ４款１項１目繰越金４７万１,０００円、前年度から１０万６,０００円の増額とし

ております。企業誘致に関しましては、これまでの議会での一般質問をはじめ、常任

委員会等でもご説明なりお答えをしておりますけども、環境整備を行い、就労機会

の創出と確保を行っていく計画としており、併せて都市計画マスタープラン及び国

土利用計画の中で、主要地方道久留米筑紫野沿線を工業地域、企業誘致ゾーンとし

て掲げ、その中に四三嶋工業団地を位置づけしております。 

 この四三嶋工業団地には現在、福岡多田精機とヤクルト本社の２社に用地譲渡し

ており、今後は、ヤクルト本社工場建設に向けてのサポートと併せ、残りの分譲用地

につきましては協定締結から農振除外、農地転用、造成工事を経て、引き渡しまでに

約２年の期間を要することから、相手方との企業進出スケジュールに合致せず、協

定まで至らないのが現状でございます。 

 現時点では大きな進展はあっておりませんが、複数の企業から問い合せ等があり、

話をさせていただいている状況でもございます。今後も、目的であります雇用の創

出、産業振興や税収向上を図るために、継続して企業誘致推進の取り組みを進め、冒

頭申し上げましたように、残りの分譲用地の完売に努めていく考えでございますの

で、引き続きご指導方よろしくお願いいたします。 

 なお、企業誘致の動向次第では、年度途中での補正予算をお願いすることもござ

いますので、そのときはよろしくお願いいたします。 

 以上で、令和５年度筑前町工業用地造成事業特別会計の当初予算説明を終わりま

す。 
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 よろしくお願いいたします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 （質疑なし） 

委 員 長  質疑がないようです。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、議案第２１号「令和５年度筑前町工業用地造成事業特別会計予算につ

いて」を採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

委 員 長  異議なしと認めます。 

 議案第２１号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、議案第２１号は原案のとおり可決されました。 

休  憩  

委 員 長  ここで休憩いたします。 

 １１時３０分から再開をいたします。 

（１１：１８） 

再  開  

委 員 長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１１：３０） 

委 員 長  議案第２２号「令和５年度筑前町下水道事業会計予算について」を議題とします。 

 説明を求めます。 

 上下水道課長 

上下水道課長  上下水道課でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 議案第２２号の令和５年度筑前町下水道事業会計について説明をさせていただき

ます。 

 それでは、別冊の令和５年度筑前町下水道事業会計予算書をお願いいたします。 

 １ページをお開きいただきたいと思います。 

 令和５年度筑前町下水道事業会計予算。 

第１条、令和５年度筑前町下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

年間有収水量は２８２万３８９立方メートルとしております。主要な建設改良事

業は、三輪中央浄化センター更新工事、汚水管渠工事、流域下水道建設費負担金でご

ざいます。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収益的収入及び収益的支出は、それぞれ１３億３,８６５万９,０００円でございま

す。前年度比２,２８７万円の増でございます。 

第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３億４,６３０万１,０００円は、過

年度分損益勘定留保資金４,２５０万５,０００円、当年度分損益勘定留保資金３億３

７９万６,０００円で補塡するものでございます。資本的収入５億２,９１５万２,０

００円、５,６３５万９,０００円の増でございます。資本的支出８億７,５４５万３,

０００円、５,４４２万７,０００円の増でございます。 

 ２ページをご覧ください。 
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 第５条、債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと

定める。 

事項、三輪中央浄化センター更新工事、限度額２億円。期間、令和５年度から６年

度。予定額２億円。財源内訳は、交付金等の２億円でございます。これは、三輪中央

浄化センターストックマネジメント事業にて更新工事を行うものです。 

 第６条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと

定めるものとし、借入れ限度額は１億２,０５０万円とするものでございます。 

 第７条、一時借入金の限度額は１億円と定めるものでございます。これは、資金不

足が生じる場合に運営資金として一時借入れするものでございます。 

 第８条、予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとお

りと定める。 

収益的支出の営業費用、営業外費用、特別損失の相互間でございます。資本的支出

の建設改良費、企業債償還金の相互間でございます。 

 ３ページをお開きいただきたいと思います。 

 第９条、次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、またはそれ以上の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

得なければならないものとして上げております。職員給与費４,４６６万９,０００円

としております。 

 第１０条、下水道事業運営のため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は

３,７８４万９,０００円とするものでございます。 

 続きまして、詳細につきまして説明をさせていただきますので、２９ページをお

開きいただきたいと思います。 

 事項別明細書でございます。 

 主なものについて説明をさせていただきます。 

 まず、収益的収入及び支出でございます。 

 収入の部です。 

 下水道事業費収益１３億３,８６５万９,０００円、前年度比２,２８７万円の増で

ございます。要因といたしましては、主に使用料並びに他会計補助金の増によるも

のでございます。 

 １款１項営業収益５億３,０９３万１,０００円、前年度比１,２０３万３,０００円

の増です。同項１目使用料５億１１７万６,０００円は、これまでの実績により推計

したものとなっております。同項２目他会計負担金、１節雨水処理負担金２,８７０

万３,０００円は、雨水処理に要する経費として基準内繰り入れをするものでござい

ます。 

 同款２項営業外収益８億７７２万８,０００円、前年度比１,０８３万７,０００円

の増でございます。同項２目他会計補助金３,７８４万９,０００円は一般会計から補

助を受けるもので、料金や基準内繰入金で不足する額を繰り入れるものとしており

ます。３目他会計負担金４億４,３９３万７,０００円は、高資本対策経費等の負担金

であり、基準内繰入金として交付税算定基礎に含まれるものですが、特に分流式下

水道等に要する経費等の減が減の要因となっております。 

 ３０ページをご覧いただきたいと思います。 

 ６目長期前受金戻入３億２,５２９万１,０００円、前年度比２１１万２,０００円

の減となっております。これは下水道施設建設に伴う国庫補助金や一般会計負担金

等の減価償却見合い分を収益化するために計上したものであり、現金の収入はござ

いません。 

 ３１ページをお開きいただきたいと思います。 
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 支出でございます。 

 下水道事業費用１３億３,８６５万９,０００円、前年度比２,２８７万円の増とな

っております。収益、いわゆる収入と同額となっております。大きな要因といたしま

しては、営業費用、処理場費の動力費並びに総係費の委託費の増によるものでござ

います。 

 １款１項営業費用１１億７,３４５万９,０００円、前年度比３,８０６万２,０００

円の増でございます。 

 同項１目管渠費４,８９４万２,０００円でございます。これは町内に埋設した下水

管の維持管理に要する経費でございます。併せて委託料や修繕費などの施設等の長

寿命化を図るため、年次計画に基づき予算計上を行っております。１６節修繕費２,

３１７万２,０００円は、マンホールポンプ等の施設や舗装などの補修を計画的に行

う費用としております。マンホール関連で、公共下水道分で１０か所、農集分で１１

か所、それと舗装を予定しております。２１節委託料１,１２４万９,０００円は、管

路の点検費、雨水管渠等の清掃を予定しております。点検では公共分６８０か所、農

集分２４０か所を予定しております。２３節工事請負費６２４万１,０００円は、上

下水道課で管理しております雨水幹線の水路や朝倉県土整備事務所発注による国県

道舗装、町道舗装に伴うマンホール調整を予定しております。マンホール調整で１

０か所程度、清掃で３か所を予定しております。２５節動力費７２０万８,０００円

は、マンホールポンプ等に係る電気料ということになっております。 

 同項２目処理場費１億９,４９３万３,０００円。こちらにつきましては、町内３か

所ある処理場の管理に係る費用となっております。処理場費も環境費と同様で計画

的な修繕を行っており、令和５年度におきましては１,４０６万９,０００円の増額と

なっております。１６節修繕費２,２７２万４,０００円は、町内にあります３か所の

処理施設の機械類等の修繕費として計上をしております。２１節委託料１億１,６２

８万６,０００円は、処理場施設の運転管理、電気保安管理、汚泥運搬、汚泥処理、

水質検査等に係る費用として計上させていただいております。２５節動力費４,４２

８万６,０００円は、三輪中央浄化センター、上高場栗田浄化センターに係る電気料

でございまして、これまでの実績並びに高騰分を加味して計上をしております。２

６節薬品費１,０７０万１,０００円は、汚水処理に必要な滅菌剤や水処理剤等の薬品

購入費であり、物価高騰により増額となっております。 

 ３２ページをご覧ください。 

 同項４目総係費８,８３９万２,０００円は、事務的経費に伴うものとなっておりま

す。この中で、人件費等については省略をさせていただきたいと思います。２１節委

託料は３,１６６万８,０００円です。例年、公営企業会計支援業務、メーター検針、

施設情報管理システム、会計システム等を計上しておりますけれども、今回、夜須地

区事業計画変更や同地区基本計画、三輪地区の計画変更等の委託業務を計上してい

ますので増額となっております。２８節負担金１,２２４万６,０００円は、排水協定

に伴う朝倉市、大刀洗町への管理負担金、宝満川流域下水道処理施設の暫定的使用

に伴う、筑紫野市、小郡市両市への減価償却費相当分に係る負担金、農業集落排水施

設から排出される両筑衛生施設組合への汚泥処理負担金が主なものとなっておりま

す。その中で両筑衛生施設組合への負担金が増えたことによりまして、金額が増加

しております。 

 ３３ページをお願いいたします。 

 ３６節貸倒引当金繰入額４８１万円は、不納欠損による損失に備えるため計上す

るものでございます。 

 同項５目流域下水道維持管理負担金１億６,９６０万円は、夜須地区の流域汚水処
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理に伴う維持管理負担金となっております。 

 同項６目減価償却費６億７,１５９万２,０００円は、下水道事業にて建設いたしま

した構築物等の有形固定資産及び施設利用権の無形固定資産に対する令和５年度分

の減価償却分ということになっております。減価償却費につきましては、現金の支

出はございません。 

 同項２目営業外費用１億６,２１９万９,０００円でございます。 

 同項１目支払利息１億５,３１９万９,０００円は、公共下水道、農業集落排水事業

の建設資金として借り入れた企業債の利息となっております。 

 同２目消費税及び地方消費税として９００万円でございます。公営企業により、

一般企業と同様に消費税の申告義務があるため、同額の納付消費税額を見込んで計

上をしております。 

 ３４ページをご覧いただきたいと思います。 

 資本的収入及び支出です。 

 まず、収入でございます。 

 資本的収入５億２,９１５万２,０００円、前年度比５,６３５万９,０００円の増で

ございます。こちらにつきましては、令和５年度事業費増加により企業債の借り入

れや国庫補助金の増が要因となっております。 

 １款１項１目建設改良企業債１億２,０５０万円でございます。こちらにつきまし

ては、支出の委託料、工事請負費、流域下水道建設負担金に充てる費用でございま

す。委託費の企業誘致関連の実施設計、三輪中央浄化センター更新工事により増加

をしております。 

 同款２項１目他会計出資金２億９,１２２万４,０００円は、主に公債費に充てる経

費として一般会計から繰り入れるものでございます。 

 同款３項１目国庫補助金２,７５０万円は、三輪中央浄化センターストックマネジ

メント事業を行うため、国へ補助金要望額を計上しております。 

 同款４項１目他会計負担金７,０６４万３,０００円は、流域下水道建設に要する経

費等の一般会計からの負担金であり、地方交付税算定基礎に含まれる基準内繰入金

となっております。 

 同項２目受益者負担金１,７１０万円は、公共下水道区域においてこれまでの実績

に基づき、新規加入分を見込んだものでございます。 

 ５項１目受益者分担金２１８万５,０００円も同様に、農業集落排水事業区域内に

おいて見込んだものでございます。 

 ３５ページをお願いいたします。 

 支出でございます。 

 資本的支出８億７,５４５万３,０００円、前年度比５,４４２万７,０００円の増で

ございます。これにつきましては、委託費、工事費、工事請負費の増によるものでご

ざいます。 

 １款１項建設改良費１億７,６８１万３,０００円でございます。ここから支出され

た費用は、最終的に資産に振り替えた後、減価償却をすることとなっております。 

 同款１項１目施設整備費１億４,１９１万９,０００円でございます。人件費等につ

いては省略をさせていただきたいと思います。２１節委託料２,４５０万８,０００円

は、企業誘致等に伴う実施設計を行うことによるものでございます。２３節工事請

負費１億６５万５,０００円は、三輪中央浄化センターストックマネジメント事業に

よる更新工事、汚水管渠工事、公共枡設置工事等々を予定しております。ストックマ

ネジメント事業による三輪中央浄化センター更新工事といたしまして１件、汚水管

渠工事として７工区分を予定しております。公共枡設置工事につきましては６５か
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所分を予定しております。 

 同項２目流域下水道建設費負担金３,４８９万４,０００円は、宝満川上流流域下水

道に関する建設負担金でございます。県が行う事業に構成団体の負担割合に応じて

負担をするものでございます。 

 ３６ページをご覧いただきたいと思います。 

 同款２項１目建設改良企業債償還金６億９,８６４万円は、これまで下水道工事を

行う資金として借り入れた企業債の元金償還額となっております。 

 戻りまして、すいませんけれども、９ページをお開きいただきたいと思います。 

 令和５年度筑前町下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書でございます。この

中にⅠ、Ⅱ、Ⅲとございまして、まず業務活動によるキャッシュ・フローといたしま

して、トータル３億５,２２５万７,０００円余、２つ目に投資活動によるキャッシュ・

フローといたしまして、マイナス４,４８２万９,０００円、３つ目に財務活動による

キャッシュ・フローといたしまして、マイナス２億８,６９１万５,０００円余となっ

ております。 

 下から３行目になります資金の増減額でございます。こちらにつきましては２,０

５１万２,０００円余。 

 一番最後、資金の期末残高といたしまして３億４,８５４万５,０００円余となりま

して、資金不足については生じておりません。 

 最後に、２６ページをお願いいたします。 

 こちらのページに、重要な会計方針に係る事項に関する注記等を記載しておりま

す。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

河内委員  予算事項別明細書の３３ページ、上から２行目の３６節ですね。貸倒引当金繰入

額で６年度不納欠損見込みを上げているということでしたが、前年は予定額が０円

なのですが、５年度はどれくらいの不納欠損を見込んでいるのですか。 

委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 令和５年度予定額といたしましては、３８０万円程度を予定しております。 

委 員 長  河内委員 

河内委員  同じく、３５ページです。 

 １目の施設整備費、２１節委託料、流域下水道の実施設計業務、企業誘致によると

いう説明だったと思うのですが、場所はどこですか。 

委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 主に四三嶋地区ということになります。 

委 員 長  木村委員 

木村委員  ３２ページの委託料のところで、増額の理由として、夜須地区の事業計画変更及

び夜須地区基本設計等とありますけども、これをもう少し詳しくお願いします。 

委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 夜須地区事業変更計画につきましては、企業誘致等に伴う処理区域や水量の変更

業務、それと、同地区の基本設計につきましては企業誘致等に伴う管路等の改修に

ついての委託、それと、予算書のほうには表記しておりませんけれども、三輪地区事
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業計画変更、こちらにつきましては、原地藏地区雨水対策事業に伴うもので計上さ

せていただいております。 

委 員 長  柳委員 

柳 委 員  すいません、ちょっと単純な質問で申し訳ないんですけれども、下水の設備なの

ですけど、これは、町としては、義務的に設置してくださいっていう基本的なことが

あるのですかね。上水と違って、下水につなぎ込むというのは、基本的に義務という

のがあるのですかね。 

委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 下水管が工事によって自宅前に入った場合に、くみ取りを使用されているご家庭

に関しましては、３年以内に接続をしていただくということで法律で定められてお

ります。 

 以上でございます。 

委 員 長  柳委員 

柳 委 員  その法律に違反しているという言い方は悪いと思いますけれども、そのとおりや

ってない方はどれぐらいいらっしゃるんですか。 

委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 申し訳ございませんけれども、数については把握しておりません。 

委 員 長  柳委員 

柳 委 員  ある業者から聞いたんですけれども、合併浄化槽があるところは、つなぎ込まな

くてもいつまでもいいんだという話みたいなのですけれども、そういうことがあっ

てもいいのかなというふうに思っているのですよ。 

 ３年という基準があるし、浄化槽というのは、例えば、管がないところ、例えば山

間地で管が繋がってないところは浄化槽をこちらで作ってやってたのです。 

以前から合併浄化槽があり、自分もそうだったのですが、自分も浄化槽を埋めて

つなぎ込んだのですけども、そういう浄化槽があるところは別段つなぎ込まなくて

もいいということですかね。 

委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 先ほど申しましたけれども、くみ取り式、こちらであれば、その法律に引っかかる

ということになっておりますけれども、合併浄化槽におきましてはそういった制約

はない形ということになっております。 

委 員 長  柳委員 

柳 委 員  分かりました。そしたら、合併浄化槽はやっぱり浄化して河川に流すわけですよ

ね。それは永久的にいいということですね。分かりました。 

ありがとうございます。 

委 員 長  ほかに質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  これで質疑終わります。 

 これから、議案第２２号「令和５年度筑前町下水道事業会計予算について」を採決

したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

委 員 長  異議なしと認めます。 

 議案第２２号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 
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 （賛成者挙手） 

委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、議案第２２号は原案のとおり可決されました。 

 議案第２３号「令和５年度筑前町水道事業会計予算について」を議題とします。 

 説明を求めます。 

 上下水道課長 

上下水道課長  上下水道課でございます。 

 議案第２３号、令和５年度筑前町水道事業会計予算について説明をさせていただ

きます。 

 別紙の令和５年度筑前町水道事業会計予算書をお願いいたします。 

 １ページをお開きいただきたいと思います。 

 令和５年度筑前町水道事業会計予算。 

第１条、令和５年度筑前町水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

給水戸数６,６７５戸、年間総給水量１３６万３,０００立方メートル、１日平均給

水量３,７３４立方メートル。それぞれの数値につきましては、これまでの実績に基

づいて算出をしております。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 まず、収入でございます。 

 収益的収入５億１,０９７万円、前年度比４６９万６,０００円の増でございます。 

 支出でございます。 

 収益的支出５億１,０３４万４,０００円、前年度比７４９万３,０００円の増でご

ざいます。 

 ２ページをご覧いただきたいと思います。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。資本的収入額が資

本的支出額に対し不足する額１億５５３万円は、過年度分損益勘定留保資金１億５

５３万円で補塡するものでございます。 

 まず、収入です。 

 資本的収入、こちらのほうにつきましては、計上をしておりません。０円でござい

ます。 

 次に、支出でございます。 

 資本的支出１億５５３万円、前年度比４７４万円の増でございます。 

 ３ページをお開きいただきたいと思います。 

 第５条、一時借入金の限度額は１億円と定めるものであり、資金不足が生じる場

合に運営資金として一時借入れをするものでございます。 

 第６条、予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとお

りと定める。収益的支出の営業費用、営業外費用及び特別損失相互間の流用、資本的

支出、建設改良費及び企業債償還金相互間の流用でございます。 

 第７条、次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、またはそれ以上の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

得なければならないものといたしまして、職員給与費４,５２０万６,０００円として

おります。 

 第８条、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、次のとおりである。高料金

対策費等といたしまして５,３５３万６,０００円、福岡県南広域水道企業団建設負担

金としての経費といたしまして３,８５６万５,０００円でございます。高料金対策費

等としての経費につきましては、多額の設備投資による料金への影響を抑制するた
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め、国が定めた資本費基準額と町の資本費の差額にいわゆる、水道料金の基となる

水量でございますけれども、有収水量を乗じた額、それと基礎年金拠出金、児童手当

を基準内繰入金として繰り入れるものでございます。 

 福岡県南広域水道企業団建設負担金といたしましては、福岡県南広域水道企業団

へ加入したことによる建設負担金ということになっております。 

 続きまして、詳細について説明をさせていただきますので、２３ページ、事項別明

細書をご覧いただきたいと思います。 

 主なものについて説明をさせていただきます。 

 まず、収益的収入及び支出でございます。 

 収入でございます。 

 水道事業収益５億１,０９７万円、前年度比４６９万６,０００円の増でございま

す。こちらにつきましては、水道料金加入金の増によるものでございます。 

 １款１項営業収益３億５,９０２万９,０００円、前年度比９７９万６,０００円の

増でございます。同項１目給水収益、１節水道料金３億３,８００万円、並びに、同

項３目その他営業収益、１節加入金１,９４７万円は、実績と併せて宅地開発計画等

を加味して計上を行っております。 

 同款２項営業外収益１億５,１９４万円、前年度比マイナス５０９万１,０００円の

減でございます。 

 同項２目他会計補助金９,２１０万１,０００円は、第８条、一般会計からの補助金

となっております。高料金対策費が含まれておりまして、令和５年度の国基準額が

確定しておりませんので、令和４年度確定額にて算出をさせていただいております。 

 ２４ページをご覧いただきたいと思います。 

 同項４目長期前受金戻入５,９７４万２,０００円となっております。こちらにつき

ましては、国庫補助金や一般会計負担金等の減価償却見合い分を収益化するための

ものでございます。現金の収入はございません。 

 ２５ページをお開きいただきたいと思います。 

 支出でございます。 

 水道事業費用５億１,０３４万４,０００円、前年度比７４９万３,０００円の増で

ございます。この要因といたしましては、営業費用の受水費、並びに動力費の増によ

るものでございます。 

 １款１項営業費用４億５,３８６万１,０００円、８２２万９,０００円の増でござ

います。 

 同項１目原水及び浄水費１億６,９１８万４,０００円でございます。２４節の受水

費といたしまして１億３,０６１万９,０００円、５２１万９,０００円の増でござい

ます。こちらにつきましては、第２期拡張事業の事業費増加に伴いまして、５年間の

軽減措置が令和４年度で終了したことによるものでございます。２６節負担金３,８

５６万５,０００円。こちらにつきましては、先ほどの第８条、福岡県南広域水道企

業団建設負担金でございます。本町まで布設された配水管など、第２期拡張事業に

伴う建設負担金ということになっております。 

 同項２目配水及び給水費３,５４７万９,０００円は、配水地から先の排水施設にな

ります配水管や給水管、ポンプ場などの維持管理に伴う経費であり、委託料、修繕費

は、管理委託や点検修繕等でございますけれども、年次計画に基づき定期的に行う

ことで施設の長寿命化を図っております。１７節委託料６８０万６,０００円は、高

圧電力に伴う電気保安管理、受水施設中継ポンプ等の施設管理の費用を計上してお

ります。１８節修繕費１,３９１万７,０００円は、排水施設の電気機器や機械機器を

定期的に整備することと併せて、舗装補修等を行うものとして計上させていただい
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ております。２２節動力費１,３７７万１,０００円は、受水場、配水場等に係る電気

料でございますけれども、これまでの実績に加えまして、今の現状を加味して計上

をさせていただいております。 

 同項３目総係費７,０２２万１,０００円は、人件費を含めた事務的経費でございま

す。人件費等については、省略をさせていただきたいと思います。 

 ２６ページをご覧いただきたいと思います。 

 １６節賃借料４０７万８,０００円は、会計システムや公用車、積算システム等に

係る費用を計上しております。１７節委託料９８６万２,０００円は、メーター検針、

会計並びに料金システムの保守や更新に係る委託、マッピングシステム、水質検査、

また、４月から開始となりますコンビニ収納に係る更新、初期費用等を計上させて

いただいております。１８節修繕費６４９万８,０００円は、既存の水道メーターに

おきまして、計量法により令和５年度中に交換が必要となるものに対して、交換修

繕する費用として計上させていただいております。 

 ２７ページをお開きいただきたいと思います。 

 同項４目減価償却費１億７,８９７万６,０００円は、水道事業により建設した構築

物等の有形固定資産における令和５年度分の対象額となっております。こちらにつ

きましては、現金の支出はございません。 

 同款２項営業外費用５,３４８万１,０００円は、これまでに借り入れました同項１

目１節企業債利息として３,５３８万１,０００円、３目消費税及び地方消費税の納付

額として１,８００万円、こちらを計上しております。企業債利息の減額につきまし

ては、償還のウエイトが利息から元金へシフトしたことによるものでございます。 

 ２８ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出でございます。 

 資本的収入につきましては０円計上ということになっております。 

 続きまして、２９ページをお開きいただきたいと思います。 

 支出でございます。 

 資本的支出１億５５３万円、前年度比４７４万円の増でございます。こちらにつ

きましては、企業債の元金償還額の増が主なものということになっております。 

 １款１項１目施設整備費、３０節工事費１００万円でございます。こちらにつき

ましては一つの例といたしまして、建設予定付近に水道管がないが、水道を利用し

たい場合、個人の住宅であれば最低口径２５ミリの配管をするような形になります

けれども、その配管をする場合に、区間内に対応土地がある場合、以後の水道利用を

見据えて水道管の造型について協議をさせていただいて、造型分の費用を負担する

もので計上をさせていただいております。 

 ３０ページをご覧いただきたいと思います。 

 同項４目営業設備費、１節量水器１１４万５,０００円でございます。こちらにつ

きましては、これまでの実績に基づいて新規加入に伴う水道メーター購入費という

ことで計上させていただいております。 

 同款２項１目１節企業債償還金１億３３８万５,０００円。こちらにつきましては、

これまで借り入れた企業債の元金償還額でございまして、先ほど利息のほうで申し

上げましたけれども、４７１万円の増額については償還のウエイトが利息から元金

に移行したものによるものでございます。 

 ７ページをお開きいただきたいと思います。 

 令和５年度筑前町水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書でございます。 

 こちらは事業活動によるものにおきましては１億２,４６１万４,０００円余、投資

活動によるものにつきましてはマイナス１８４万５,０００円。財務活動によるもの
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につきましては、マイナス１億３３８万４,０００円余のキャッシュ・フローとなっ

ております。 

 下から３行目になりますけれども、資金増減額といたしまして１,９３８万５,００

０円余、一番下になりますけれども資金の期末残高といたしまして５億７,５５７万

４,０００円余となりまして、資金不足は生じておりません。 

 最後になりますけれども、２１ページをお願いいたします。 

 重要な会計方針に係る事項に関する注記等を記載しております。 

 以上で、水道事業予算の説明を終わらせていただきます。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 木村委員 

木村委員  ２３ページの営業収益の１目給水収益ですが、前年に比べて８００万円ほど予定

額が増えております。 

 どういう計算で８００万円増えているのか、説明をお願いします。 

委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 令和５年度水道料金の考え方といたしましては、これまでの宅地開発の状況また

は、現状、令和４年度の実績を参考に算出をしております。伸び率といたしまして

２％程度、水道使用戸数につきましては検針ごとに３０戸程度の増加と仮定をいた

しまして、計上をしております。 

 以上でございます。 

委 員 長  ほかに質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 これから、議案第２３号「令和５年度筑前町水道事業会計予算について」を採決し

たいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

委 員 長  異議なしと認めます。 

 議案第２３号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、議案第２３号は原案のとおり可決されました。 

 本特別委員会に付託されました、議案第１７号から議案第２３号までの審査が全

部終了しました。 

委 員 長  田頭町長 

町  長  令和５年、予算特別委員会７会計全ての議案を採択いただきまして、ありがとう

ございました。 

 本予算案は、総合計画を基本としながらも、構造的な環境、人口問題等の課題を念

頭に、健全財政と地域の活性化の両立を図り、提案したものでございます。 

 それぞれにご意見、ご質疑の事案につきましては、十分に留意しながら執行にあ

たってまいります。 

 特に今回は、委員会開会前に事前質疑書を提出いただいたことで、執行部におき

ましては、数値や資料の事前確認ができ、答弁等に要する時間が縮減され、より効

率・効果的な委員会運営がなされたと、各課長の意見でございました。ご配慮ありが

とうございました。 

 それでは、本会議での採決をよろしくお願いいたしまして、お礼の言葉に代えさ
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せていただきます。 

ありがとうございました。 

閉  会  

委 員 長  これをもちまして、予算審査特別委員会を閉会します。 

 お疲れさまでした。 

（１２：２６） 

 上記会議の経過を記載し、その相違ないことを 

証するために署名する。 
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